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近 (早石 :京大 ･理 ･人類進化論),ヤクシマザルの発
声行動 (香田:霊長研 ･認知学習),ヤクシマザルの昆
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上野吉-,後藤俊二,鈴木樹理,
松林伸子(教務技官),三輪宣勝(技官),
･熊崎晴則(技官),阿部政光(技官),
釜中慶郎(技官),前田典彦(技官),
加藤朗野(技官)
霊長類研究所は,人類進化モデル研究センターの研
究を実際に推進する場として,郊外にリサーチ･リソー
ス･ステーション (RRS)の実現を計画し,概算要求計
画を作成したが,14年度より文部科学省のプロジェク
トとしてスタートしたナショナルバイオリソー ス計画
(RR2002)との整合性をとる必要があることから,RRS
の15年度概算は見送りとなった.そのため,15年度は
RR2002｢マカクザルバイオリソー ス計画｣の委員会 (中
核機関は岡崎生理学研究所)の構成員として主に母群調
査や大規模繁殖施設計画の検討作業に参画し,実績を積
むことに努めた.マカクザルバイオリソース委員会は
14年度事業報告ヒアリングで大規模繁殖施設のひとつ
として霊長類研究所のRRSを推進する方向を打ち出し,
審査委員会もこの計画を承認したので,霊長類研究所が
RRSの概算要求を進める環境が整った.これを受けて,
当センターは 16年度概算要求に向けた作業を行ってい
る.RRSでは研究と平行してニホンザルの繁殖と供給を
行うことを当面の目的とし,用地の確保も進展している.
関係諸学会が研究用サルの適切な供給体制の生別言行を要
望していることもあり,野生ザルの直接の研究利用を避
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